おさしづは宝　　刻限中心編・明治三十五年

明治三十五年三月十四日　午前十一時過ぎ
刻限御話
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼／＼半ば／＼、さあ／＼半ば／＼。これ日は早いものや。十年経った／＼。十年の間というものは、とんとどうもならなんだ。十年経ってあら／＼分かる。あちらからもこちらからも理と理分かる。どんな理もある。休ましてはならん。日々皆勤めさしてある。十年祭という、結構という。多人数から出来た一日の日思う。勤めさしたる理が立ってあるから、どんな事でも出来る。どういう事と、これ一つ何か遠い所の理は分かりゃせん。見てこそ分かる。皆それ／＼たゞ心尽して居る。何より篤い理、姉弟々々三人の姉弟あちらからもこちらからもいうようではならん。皆心一つの理治めにゃならんで。十分楽しましてある。不自由さしてはない。この理思やんせにゃ分かりゃせん。どうなるもこうなるも、日々休まず運ばした理から成り立ったもの。年限の内には散々の事もあった。さあ／＼理というもの、心というもの、これいつまでも一つ。どうも失うたら身までも失う。身を失うて了うてはどうもならん。又姉弟の中姉弟三人、男一人女二人、男女の中という。日々あちらからこちらからどうもならん。理の上の心なら何も言う事無い。親の言う事は、道の上の心と思わにゃ理やない。道の理やで。これさえ聞き分けたらば、腹立ちゃせん。たゞぬっと大きなって、子の間というものは、どういう事も知りゃせん。さあさあ欲というものに切りは無い／＼。いんねんが悪かったらどうするか。門に立って一度のものも乞うや。不自由の理聞き分け。不自由の理さえ聞き分けたら、何も腹は立ちゃせん。いんねんの理も諭し置こう。さあ／＼三人姉弟、姉の方一代立ったも同じ事なれども、見難くい事も世上には明らかな道が立ってある。人々たゞたゞ一つこれは遂の日が見えてからどうもならん。姉弟三名仲好く通らねばならん。一代というは小さいもの。一代から末代の理を授けてある程に。それを知らずに居てはどうもならん。さあ／＼姉弟三人という、妬み合いのような事ではどうなるか。いずれ／＼ふしある。どうもならん。知らず、仕様が無い旬がある。世上よう思やんしてみよ。年繰りてみよ。道というものは、一時親の理であろう。この理忘れてはどうもならん。人間というものは長い命、命というものはどうもならん。果たそうと思うたとて、成る日が来ねば果たされん。この一つの理を聞き分けねば、どうもならんなあ。ようこれから未だ／＼先は、席も長う踏んばらにゃならん。後へと言うたて未だ覚束無い。何彼の処皆それ／＼の処、たゞ心勇まして、心悩まさぬよう。心養えば十年の処、二十年三十年と言う。楽しんでくれ。今年生まれた者でも三十年になる。これ楽しんでくれ。又計りようが悪かったら、どちらへ傾ぶくやら分からせん。勇んで楽しんですれば、どんな事でもよし／＼。今日もお障り／＼と言い／＼十日二十日三十日となったら、どうなるや。世上に何と思う。一日の日の事情、これ大層なる話である程に。
さあ／＼思うようになったら、身上今日もや／＼、長らく床住居、今日は水も通らぬ、穀気通らぬと言うたら、道はどうなる。はあ結構やなぁ、一日の日楽しめば、あちらへ行きこちらへ行き、陽気遊びするも同じ事。心妬み合いするは、煩うて居るも同じ事。
さあ／＼一日の日から改めてみよ。難しい事何も無い、難しい事言うでない。
さあ／＼これをしっかり十分筆に付け。世上何百里ある所から出て来るぢばである。今日はどういう事に思うか。教祖のこの理心に治め、皆々取り扱いくれるなら。伏せ込んだ理何処にあるか。このやしきより外にありゃせん。親子伏せ込んだ理、存命の間席に映してある／＼。
さあ／＼よう聞き分け／＼、三名中の兄弟、仲が悪いようでは、世上の理どうなる。又親という理聞き分け。この理、天が下にはありはせん。教祖存命の理、これ三十年先の話、楽しみ日々心働かして居るであろう。さあ／＼も一つ姉弟の中／＼、一人の男これまで見難くてならなんだ／＼。一寸意見のために日柄切りて置こう。半年々々十分の心治め。十分の理を失うてあらせんで。ちゃんと納ってあるで／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼／＼半ば／＼、さあ／＼半ば／＼。これ日は早いものや。十年経った／＼。十年の間というものは、とんとどうもならなんだ。十年経ってあら／＼分かる。あちらからもこちらからも理と理分かる。どんな理もある。休ましてはならん。日々皆勤めさしてある。

(さあ／＼／＼半ば／＼、さあ／＼半ば／＼。澄み切った真実の心を定めて神の思惑通りの道を運び、気付かない間にこれだけの日が到来するのは早いものやで。
半ばというは神の思惑通りの道を運んで十年経った／＼という理であり、それを受け取って真実誠の神一条の道を始めるという事やで。それだけの年限の理が育たない十年の間というものは、とんとどうもならなんだという事や。
十年という時旬が経って、明らかな理の働きが見えるようになってこそ、あら／＼の事が分かるように成るのやで。
あちらからもこちらからも真実の理が表れて来るのだが、それは、ずっと以前から互いに理と理でつながって居た事が分かるように成るのや。そんな中にはどんな理もあるで。
結構な先々の理を治める為には、一日なりとも心を休ましてはならんのやで。何時何時までも変わる事無く救けてやりたいから、日々変わる事無く、堪えれるだけの苦難の道を皆に勤めさしてあるのや。)

十年祭という、結構という。多人数から出来た一日の日思う。勤めさしたる理が立ってあるから、どんな事でも出来る。どういう事と、これ一つ何か遠い所の理は分かりゃせん。見てこそ分かる。皆それ／＼たゞ心尽して居る。何より篤い理、姉弟々々三人の姉弟あちらからもこちらからもいうようではならん。皆心一つの理治めにゃならんで。十分楽しましてある。不自由さしてはない。この理思やんせにゃ分かりゃせん。
 
(教祖十年祭という、皆々で心を揃えて努めるなら結構という。　　　　
多人数から出来た一日の日〈どうでも神様の思惑に従おうと、多くの者が心を一つに揃えて定めた日〉を思う。勤めさしたる理が誠天の理として立ってあるから、どんな事でも出来るのや。
これ〈天の理が立って、どんな事でも出来るという事〉はどういう事かと思っても、これは年限の理一つによって出来上がるのやから、年限が到来しない間の何か遠い所の理は何も分かりゃせんのや。
どんな理も、澄み切った真実を定めて実践し、年限の理が来て明らかな理の働きが見えるように成ってこそ分かるのやで。
皆それ／＼に真実誠の神一条の道が分からない内は、たゞ心だけを尽して居るという事や。
何も分からない中を、神を信じて教え通りの道を貫こうとする理は何より篤い理であり、そうして尽くす姉弟々々三人の姉弟の事を、あちらからもこちらからもどうこういうようではならんで。
皆分かっても分からなくても、どうでも神の思惑通りの道を貫こうとする真実の心一つの理を治めにゃならんのやで。そうして運ぶなら、誰であろうとも十分に楽しましてあるのや。
真実の心が有るなら、何時だって不自由さしては無いで。この理をよう思やんせにゃ分かりゃせん。)

どうなるもこうなるも、日々休まず運ばした理から成り立ったもの。年限の内には散々の事もあった。さあ／＼理というもの、心というもの、これいつまでも一つ。どうも失うたら身までも失う。身を失うて了うてはどうもならん。又姉弟の中姉弟三人、男一人女二人、男女の中という。日々あちらからこちらからどうもならん。理の上の心なら何も言う事無い。親の言う事は、道の上の心と思わにゃ理やない。道の理やで。これさえ聞き分けたらば、腹立ちゃせん。たゞぬっと大きなって、子の間というものは、どういう事も知りゃせん。

(結構な先々の理というものは、どうなるもこうなるも道が第一として、日々心を休まず運ばした理から成り立ったものである。そうして運ぶ年限の内には、散々の事もあったという事や。
さあ／＼理というものはそれぞれの真の心というものであり、これはいついつまでも続く一つの理である。
人間というものは、心一つによって生かされるかりものであるという事がどうもよく分からず、神の思惑に沿おうとする純粋な心を失うたら、心通りに身までも失うのやで。
身を失うて了うてからではどうもならんのや。
又姉弟の中の姉弟三人、男一人女二人、男女の中という。この三人の日々の姿を見て、あちらからこちらから批判ばかりしていてはどうもならんで。理の〈神様の思惑通りの〉上の心なら何も言う事は無い。
神の思惑通りに心を治められない間は誰も皆人間の親の理に従わなければ成らないが、親の言う事は、道の上の心と思わにゃ理やないで。それが道の理やで。
これさえ聞き分けたらば、腹は立ちゃせんであろう。
たゞぬっと大きなっても未だ未だ子供であり、子の間というものは、どういう事も知りゃせんのや。)

さあさあ欲というものに切りは無い／＼。いんねんが悪かったらどうするか。門に立って一度のものも乞うや。不自由の理聞き分け。不自由の理さえ聞き分けたら、何も腹は立ちゃせん。いんねんの理も諭し置こう。

(さあさあ欲というものに切りは無い／＼で。神の道に引き寄せて貰う事も出来ない程いんねんが悪かったらどうするか。天の道の門に立って、一度限りの守護のものも、もう一度頂きたいと乞うや。
不自由の理を聞き分け。難儀不自由の理は、理を変えて救けるという事〈通るに通れない処を、一時の不自由の理に変えて救けて下さるという事〉さえ聞き分けたら、何も腹は立ちゃせんのや。

いんねんの理も諭し置こう。
〈いんねんの理は、どうでも救けたいという元一つの理から始まっているから、どうでも神様の話を聞き分けて心を改めようとする一つの理で救けて下さる。速やかに神様の話を聞き分けようとする真実の心一つで治まるのやから、己の胸に手を当てて見れば分かる事ばかりであり、尋ねるまでも無い事だと教えられる。
成って来る事は全ていんねんの事情と悟らなければならない。道は末代の理であるから、生きようが死のうが、どんな日が来ようとも、真実に神様を慕う心さえ有れば何も案じる事は無い。
世上の理も運び、何処から見ても真実の道で有ると思われるようにして運べば良いのである。
成らんやない、どうでも親神様の思惑通りにせねばならんという一つの理が道であり、何かの処もよく聞き取って、喜んで実践してこそ真実誠の一つの道という〉

さあ／＼三人姉弟、姉の方一代立ったも同じ事なれども、見難くい事も世上には明らかな道が立ってある。人々たゞたゞ一つこれは遂の日が見えてからどうもならん。姉弟三名仲好く通らねばならん。一代というは小さいもの。一代から末代の理を授けてある程に。それを知らずに居てはどうもならん。さあ／＼姉弟三人という、妬み合いのような事ではどうなるか。いずれ／＼ふしある。どうもならん。知らず、仕様が無い旬がある。世上よう思やんしてみよ。年繰りてみよ。道というものは、一時親の理であろう。この理忘れてはどうもならん。

(さあ／＼三人姉弟、姉の方は一代の理が立ったも同じ事なれども、未だ未だ見難くい事も有って、これではどうかと思われるような処だが、先々の世上の理には明らかな道が立ってあるのや。　　　
人々の運命を変えるものは、濁り切った人間思案を捨てて神の思惑通りに運ぼうとする誠の心たゞたゞ一つであるが、これは遂の日〈終の日・・・それぞれが尽くし運んだ理を、末代の理としてお受け取り下さる日〉が見えてからではどうもならんで。
なれど、たとえ先々に素晴らしい道が治まるという事が見えてあったとしても、今は姉弟三名が仲好く通らねばならんのや。そんな事も分からないような一代というは小さいものやで。
一代の真の心の理〈何も分からない一代の間に、どのような心を出して道の為に尽くさせて頂きたいと願い出るかという、真の心の値打ち〉から、末代の理を授けてある程に。
皆々も、それを知らずに居てはどうもならんで。
さあ／＼姉弟三人という、妬み合いのような事では先々どうなるか。それではいずれ／＼通るに通れないふしがあるのやで。そんな事を知らずにいてはどうもならん。善きも悪しきも皆知らず知らずの内に理が育つのやから、どうにも仕様が無い時旬があるのや。
世上の道を見てよう思やんしてみよ。
世上の理を見て、これまでに己が運んだ年限の道を繰りて〈たぐりよせて〉みよ。未だ本真実の神の思惑が分からない間の道というものは、一時分からん者を育ててくれる親の理が第一であろう。
この理を忘れてはどうもならん。)

人間というものは長い命、命というものはどうもならん。果たそうと思うたとて、成る日が来ねば果たされん。この一つの理を聞き分けねば、どうもならんなあ。ようこれから未だ／＼先は、席も長う踏んばらにゃならん。後へと言うたて未だ覚束無い。何彼の処皆それ／＼の処、たゞ心勇まして、心悩まさぬよう。心養えば十年の処、二十年三十年と言う。楽しんでくれ。今年生まれた者でも三十年になる。これ楽しんでくれ。又計りようが悪かったら、どちらへ傾ぶくやら分からせん。勇んで楽しんですれば、どんな事でもよし／＼。今日もお障り／＼と言い／＼十日二十日三十日となったら、どうなるや。世上に何と思う。一日の日の事情、これ大層なる話である程に。

(人間というものは長い命であるが、命というものは自分ではどうもならん。果たそうと思うたとて、成る日が来ねば果たされんのや。この一つの理を聞き分けねば、どうもならんなあ。
本席に関して言えば、ようここまで来たなあという処であるが、世界の道に置いてはこれからであり、未だ未だ先は遠く、席も長う踏んばらにゃならんのや。後の者へ任せようと言うたとて、後の者は未だ未だおぼつかないであろう。
何彼の処に置いても皆それ／＼の処の心一つで治まるのやから、如何な苦しみにも負けんよう、たゞ心を勇まして、心を悩まさぬようするが善いのや。
しっかりと心を養えば、十年の処も二十年三十年の理に受け取ると言うのやで。それを楽しんでくれ。今年生まれた者でも、心一つで三十年の理もになるのや。これだけの道で有る事をよく聞き分けて、しっかりと楽しんでくれるよう。
又計りよう〈受け取り方、考え方〉が悪かったら、どちらへ傾むくやら分からせんで。勇んで楽しんですればどんな事でもよし／＼。今日もお障り／＼と言い／＼、十日二十日三十日となったらどうなるや。世上に写る理を何と思うか。
世上の為には、一日の日の事情〈これからは濁り切った人間思案を捨てて、どんな事も親神様の思惑通りにつとめさせて頂こうという澄み切った真実の定まった日〉が第一という、これは大層なる話である程に。)

さあ／＼思うようになったら、身上今日もや／＼、長らく床住居、今日は水も通らぬ、穀気通らぬと言うたら、道はどうなる。はあ結構やなぁ、一日の日楽しめば、あちらへ行きこちらへ行き、陽気遊びするも同じ事。心妬み合いするは、煩うて居るも同じ事。
さあ／＼一日の日から改めてみよ。難しい事何も無い、難しい事言うでない。
さあ／＼これをしっかり十分筆に付け。世上何百里ある所から出て来るぢばである。今日はどういう事に思うか。教祖のこの理心に治め、皆々取り扱いくれるなら。伏せ込んだ理何処にあるか。このやしきより外にありゃせん。
(さあ／＼何もかも人間の思うようになったら、身上今日もや／＼、長らくの床住居、今日は水も通らぬ、穀気通らぬと言うたら、道はどうなるか。
どこまで行っても人間の思うように成らん救け一条の道の中を、はあ結構やなあと言うて、一日の日を楽しめば、あちらへ行きこちらへ行き、陽気遊びするも同じ事やで。
人を見て心を狂わせ、妬み合いするは煩うて居るも同じ事や。
さあ／＼、誰も皆一日の日から改めてみよ。何もかもを神に任せ、安心をして通り抜けようとするなら難しい事は何も無いのや、難しい事〈道が難しくなってしまうような自分勝手な願い事〉を言うでない。
さあ／＼これをしっかりと聞き分けて十分筆に付けてくれ。世上何百里もある所から多くの者が出て来る元のぢばである。
今日の日はどういう事に思うか。教祖の尽くし運んだこの理によって世界が治まると心に治めて、皆々で取り扱いをしてくれるなら道と言う。皆々の伏せ込んだ理は何処にあると思うか。このやしきより外にはありゃせんのや。)

親子伏せ込んだ理、存命の間席に映してある／＼。
さあ／＼よう聞き分け／＼、三名中の兄弟、仲が悪いようでは、世上の理どうなる。又親という理聞き分け。この理、天が下にはありはせん。教祖存命の理、これ三十年先の話、楽しみ日々心働かして居るであろう。さあ／＼も一つ姉弟の中／＼、一人の男これまで見難くてならなんだ／＼。一寸意見のために日柄切りて置こう。半年々々十分の心治め。十分の理を失うてあらせんで。ちゃんと納ってあるで／＼。

(教祖の後を慕って親子共々伏せ込んだ理は、本籍が存命の間の、鮮やかな席の理に映してある／＼のや。
さあ／＼よう聞き分け／＼、三名中の兄弟、今一時仲が悪いようでは写る世上の理はどうなるか。
又真実誠の神一条の道が分らん間は、親の理に連れられ通らなければならないという理を聞き分けなければ成らんのや。神の代理というこの理が第一であり、何処まで行っても天が下にはありはせん。
教祖存命同様の理という、これが治まるのは真実誠の神一条の道を貫いて三十年先の話であるが、皆々も大きな楽しみに向かって日々誠の心を働かして居るであろう。
さあ／＼もう一つ姉弟の中／＼、一人の男というはこれまで見難くてならなんだ／＼。一寸意見のために日柄を切りて置こう。半年々々十分の心〈生涯の半分の理であって、十分な半ばの心〉を治めるがよい。
今は出来が悪いと言うても、先々の十分の理を失うてはあらせんで。ちゃんと先々に納ってあるで／＼。)



明治三十五年十二月十七日
教会事情願後へ刻限
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼／＼ひそかに一言言い聞かす／＼。さあ／＼これもうだん／＼と身上事情という。一日の日今日の日、又どういう、だん／＼どれから身上理障り、尋ねるからさしづあろう。どうも一つ理分からん。十分々々事情、さあいかなると思う。席事情一つ事情諭し置くから、しっかり筆に取れ。だん／＼事情いかなる事情重なり重なり／＼、理一つ迫り、いかなる事という。不思議どんな事もこんな事も成る成らん、成らん／＼聞き分け／＼てくれ。一つ理さあ聞き分けにゃならん。日々第一理、身上事情運ばにゃならん。事情一つ理聞き分け。一日二日三日四日五日十日半月三十日もうこれ何といかなる事情、よく一年の中にても、よく度の中にてもよう一つ第一理あろう。よう聞き分け。どんな事もこんな事も日々に照り渡る。理に曇り掛けるで。日照る照らんの理聞き取れ。さあ／＼もうこれ身上障り一つ、日々障りであろう。第一曇り、鏡に曇り掛けて、磨く事せずして日々曇り、聞き分け。分からぬが何とも言われぬ日が来るで。さあ／＼差し詰まる日まで日暮らし、道という道の関わる／＼日無くば、何とするか。
さあどうなあ、これどれなあと言うても、こうなったら身上どうこうどうするか、日々の日心に掛かればこそ、必ずや思う中の道理十分で、掛からにゃなろうまい。さあ／＼用いるか、用いらんか。言葉も用いらんさしづは要らんもの。後のさしづもせんと言うた日あろう。
さあ／＼どうこう程無う休み日と言うてある。休み日幾日々々と指を数えて、世界の楽しんで居る者、何人もあろう。幾日あるという中に、休まんならん日が付いたら、何と言うか。どう言うや。
さあ／＼一つ障りや、改め。集会や、改め。どう、日々よい／＼と言えど、中に一つ事情という。立てゝ立たにゃ、幾度重なるから、これが度重なるから、日々の働き出来難くなるという。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼／＼ひそかに一言言い聞かす／＼。さあ／＼これもうだん／＼と身上事情という。一日の日今日の日、又どういう、だん／＼どれから身上理障り、尋ねるからさしづあろう。どうも一つ理分からん。十分々々事情、さあいかなると思う。
(さあ／＼／＼速やかに神の話を聞き分けようとする者に、ひそかに一言言い聞かす／＼。
さあ／＼これから先はもうだん／＼と明らかな道が見えて来るのであって、如何な事も身上事情に表れて来ると言うのやで。
一日の日〈これからは濁り切った人間思案を捨てて、何事も神様の思惑通りに運ばせて頂こうという澄み切った真実の定まった日〉も持たずして今日の日を過ごし、又どういう事にも人間思案を出してしまうような勝手な事情を運ぶ処から、だん／＼と残念の理が積もり重なり、どれからもこれからも身上理に表れて障りと成るが、どうしたら治まるかと尋ねるから、速やかに神の話を聞き分けようとする心を、速やかに救ける理がさしづであろうと言うのや。
素直に神の話を聞き分けようとする事が出来ない為に、どうも一つ理〈思っても見ないような結構な守護によって、速やかに救けてやろうとされる真実誠の神様の思惑〉が分からん。
目先の事しか分からない人間思案を捨てて、神の思惑通りに運ぼうとするなら十分々々の事情が治まるという事が分からず、何事も人間の理を第一に立てて運ぶから天理が立たず、さあという日が来て、苦労しなければならないのはいかなる事かと思うのや。)

席事情一つ事情諭し置くから、しっかり筆に取れ。だん／＼事情いかなる事情重なり重なり／＼、理一つ迫り、いかなる事という。不思議どんな事もこんな事も成る成らん、成らん／＼聞き分け／＼てくれ。一つ理さあ聞き分けにゃならん。

(席〈さしづ〉の事情は、濁り切った人間思案を捨てて速やかに神の話を聞き分けようとする一つの事情を世界中に写し出して、同じ道を通す事によって世界が救けられ、世界の為に尽くした理によって結構な先々の理が治まるという事を諭し置くのやから、それを忘れんようとしっかり筆に取れ。
それが分からないからだん／＼と勝手な人間の事情が重なるのであり、いかなる事情も問題が解決されないまま重なり重なり／＼てどうにもならない事に成るから、そこを改めてやろうとする誠の理一つが迫りて、いかなる事ものっびき成らん事に成ると言うのや。
それでは可哀そうだから、不思議な理の働きによって救けてやろうとするのであり、どんな事もこんな事も成るといって成らん理で改めてやるのやから、思うように成らん／＼という理が真実誠の救けの理であるという事を聞き分け／＼てくれ。
最も大切な事は、世界救けの為に尽くさなければ結構な先々の理が治まらんという一つ理を、さあ聞き分けにゃならんのやで。)

日々第一理、身上事情運ばにゃならん。事情一つ理聞き分け。一日二日三日四日五日十日半月三十日もうこれ何といかなる事情、よく一年の中にても、よく度の中にてもよう一つ第一理あろう。よう聞き分け。

(日々の道が第一の理であるから、日々の心得違いを改めて結構な先々の理を治める為にも、身上事情の理を持って運ばにゃならんのや。如何な事も事情の理に変えて救けるという一つ理を聞き分け。
一日二日三日四日五日十日半月三十日掛かろうと、もうこれだけの道は堪えられんと思おうと、何と思おうと、いかなる事情も身上事情の理によって救けるのであり、十分な道を運ぶ一生涯の中にても、又十分な誠の道を積み重ねる中にても、それが最も大切な一つの道であって第一の理であろう。
何事も神の思惑通りに救けるという事をよう聞き分け。)

どんな事もこんな事も日々に照り渡る。理に曇り掛けるで。日照る照らんの理聞き取れ。さあ／＼もうこれ身上障り一つ、日々障りであろう。第一曇り、鏡に曇り掛けて、磨く事せずして日々曇り、聞き分け。分からぬが何とも言われぬ日が来るで。さあ／＼差し詰まる日まで日暮らし、道という道の関わる／＼日無くば、何とするか。

(神の思惑通りの道を運ぶなら、どんな事もこんな事も世界中に写すのであり、皆々のきれいな心が日々に照り渡るのやで。
人間の勝手な道なら、天の理に曇りを掛ける事に成るのやで。
皆々の心一つによって、世界中の日が照る照らんの理を聞き取れ。
さあ／＼真実の道を知らす為にはもうこれより他に方法が無いという身上の障り一つの道であるが、障りというは日々の心の障りであろう。　　　　
最も大切な神の話を後回しにして、自分の都合を第一に考える残念な心が第一の曇りと成り、鏡に曇りを掛けて世界中に写るのであるが、折角神の話を聞きながら、その残念な心を磨く事もせずして運ぶ本当の日々の曇りが、世界を狂わすという理を聞き分け。
訳も分からぬ内に間違った理を積み重ねる残念な事情が先々の運命を狂わすのであって、時旬が来れば、何とも言われぬ日が来るのやで。
さあ／＼時旬が差し詰まるその日まで勝手な道ばかり運んでその日暮らしをするなら、又世界救けの為の真実誠の神一条の道という道の理に関わる／＼日が無くば、先々何とするか。)

さあどうなあ、これどれなあと言うても、こうなったら身上どうこうどうするか、日々の日心に掛かればこそ、必ずや思う中の道理十分で、掛からにゃなろうまい。さあ／＼用いるか、用いらんか。言葉も用いらんさしづは要らんもの。後のさしづもせんと言うた日あろう。
さあ／＼どうこう程無う休み日と言うてある。休み日幾日々々と指を数えて、世界の楽しんで居る者、何人もあろう。幾日あるという中に、休まんならん日が付いたら、何と言うか。どう言うや。
さあ／＼一つ障りや、改め。集会や、改め。どう、日々よい／＼と言えど、中に一つ事情という。立てゝ立たにゃ、幾度重なるから、これが度重なるから、日々の働き出来難くなるという。

(さあどうしようなあ、神様の道は分からん事は無いけれど、これもどれも難しい事やなあと言うても、こうなったら〈時旬が差し迫ったら〉もう手遅れであって身上事情の理はどうこうする事も出来ないが、実際にそんな日が来たらどうするか、日々の日を世界救けの為に尽くそうとする誠の心に掛かればこそ、必ずや思う中の道理は十分であるから、誰も皆勇んで掛からにゃなろうまいと言うのや。
さあ／＼神の思惑通りの理を用いるか、用いらんか。言葉の理も用いらんならさしづは要らんものや。
そんな事では後のさしづもせんと言うた日があろう。
さあ／＼人間の勝手な道ばかり運んでどうこうするなら、真実の道は程無う休み日にすると言うてある。
心の成人の為の苦しみの道も、事情の道も無い休みの日ばかりを過ごし、幾日々々と指を数えて、世界救けの道である事を忘れて楽しんで居る者が何人もあろう。
何の努力もしない休みの日が幾日もあるという中に、身上の理によってどうでも休まんならんという日が付いたら、何と言うか。他の者にどう言うや。
さあ／＼身上事情というものは濁り心を改める為の一つの障りやで、どうにもならなくなる前に心を改め。　　道の為の集会やというても、勝手な人間の思惑ばかりを話し合う残念の理を改め。　　
どうであろうと、日々勇んでするならよい／＼と言えど、中に一つ事情という。
世界救けの為の真実誠の神一条の道であるという天の道理を立てゝ立たにゃ、残念の理が幾度も重なるから身上事情と成るのであり、これが度重なるから日々の働きが出来難くなると言うのや。)
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